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            論文内容の要旨         
 















ブはトレードオフとなる 2 つのパラメータの限界点を示す 1 つの手法で有り，仕様に対する
性能限界点を示すことができる。評価法とパレートフロントカーブを用いて，マルチレベル
トポロジーの性能限界点を明らかにする。 


















レベル数を 5 として 4 つの変換器の性能を比較，検討する。3 章と同様に太陽光発電用シス












以上より，5 レベル ANPC インバータが従来の 2 レベルインバータと比較してパワー密度が
1.4 倍に，効率が 2%向上できることを確認した。次に，マルチレベル変換器の損失計算式を
一般化し，レベル数に対するマルチレベル変換器の損失特性について検討し，電力変換器の
高レベル化に対する高効率条件を明らかにした。 
